視覚障害者の社会参加を阻む訴えを棄却してください！

　あん摩師養成課程の新設申請を国が認めなかったのは憲法違反であるとして裁判が行われています。国を訴えたのは学校法人平成医療学園傘下の４校（以下「原告」という。）です。

　あん摩師等法（正式名称「あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゆう師等に関する法律」）の１９条は、「当分の間、国は、視覚障害者であるあん摩マッサージ指圧師の生計の維持が困難とならないよう、あん摩師等の数、学生数などを考えて、あん摩師を養成する学校の新設や定員の増員認定等をしないことができる。」と定めています。

　原告は、国が、この条文を根拠に、「あん摩師養成課程の新設申請を認めなかったのは職業選択の自由等を定めた憲法に違反する」として不認定処分の取り消しを求めています。

　あん摩マッサージ指圧業は今日においても視覚障害者の中心的な職業であり、最も大切な職種です。今日においても、視覚障害者があん摩マッサージ指圧師以外の職業に就くことは、例外的であり、極めて困難なことです。

もし、この裁判で原告の主張が認められると、視覚障害者以外のあん摩マッサージ指圧師が過剰に供給され、過当競争を招き、視覚障害者はあん摩マッサージ指圧師として生きていけなくなります。その結果、視覚障害者が自由に選択できる職業はこれまで以上に狭くなります。現時点でも、視覚障害者以外のあん摩師養成校は数多く存在しており、晴眼者があん摩マッサージ指圧師になることはできます。これ以上の増設の必要はありません。

　私たちは、そうした状況をふまえ、養成課程の新設を認めなかった国の行政処分を強く支持します。

　裁判所におかれましても、視覚障害者の生活状況や職業的実態をご理解いただき、原告の訴えを退けていただきますよう強く要請します。

あん摩師等法１９条連絡会議

会長　竹下義樹


＜問い合わせ先＞
〒１６９－８６６４　東京都新宿区西早稲田２－１８－２

社会福祉法人　日本盲人会連合　あはき協議会　事務局

電話：０３－３２００－００１１

ＦＡＸ：０３－３２００－７７５５

メール：ahaki@jfb.jp
仙台
仙台地方裁判所　裁判官　大嶋洋志　様

（民事第３部）

　　　訴訟番号　：　平成２８年　（行ウ）　１７号
　　　原　　告　：　学校法人平成医療学園
私はこの署名の趣旨に賛同し、前記の原告の訴えを棄却していただくよう要請します。

（ 署名欄 ）
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